
令和 4年度 事 業 計 画 書 ④″
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1 貿易及び国際経済に関する研究の公開セ ミナーの開催
(1)事業概要

神戸大学経済経営研究所 との共催で、一般に無料開放された国際経済経営に関する
研究集会 「兼松セ ミナー」を年間 12回 (15件)程度開催する。

(2)案内方法

兼松貿易研究基金のホームページに掲載する。
(3)主な事業費算出内訳

2 共通経費とは、通信費、消耗品など共通使用に係る経費である。

2 経済学・経営学・会計学を専攻する全国の大学院生を対象とする懸賞論文の募集
(1)事業概要

兼松貿易研究基金が兼松フェローシップ委員会を設置し、神戸大学経済経営研究所の
協力の下、経済学・経営学 。会計学の分野における大学院生の研究を奨励すること
及び研究発表の機会を提供することを日的として、兼松賞 (大学院生研究奨励賞)の
懸賞論文を募集する。

(2)募集方法

兼松貿易研究基金のホームページに募集要項、応募票及びポスターを掲載する。
また、全国の国公私立大学の経済経営系大学院へ募集要項を送付する。

(3)年 間スケジュール

① 令和 4年度募集要項の公開、送付  5月 頃

② 令和 3年度入賞者報告会の開催   5～ 6月 頃
③ 令和 4年度論文の提出期間     10月 頃の 2ヶ 月間
④ 令和 4年度論文の審査期間     令和 4年 12月 ～令和 5年 2月 頃
⑤ 令和 4年度人賞論文の決定     令和 5年 3月 頃

(4)主 な事業費算出内訳

・神戸大学経済経営研究所の教員      1件 当た り 3,000円
。上記以外の神戸大学の教員        1件 当た り 5,000円
。他大学の教員             1件 当た り10,000円

2.共通経費 とは、通信費、消耗品など共通使用に係 る経費である。

区 分 員 数 単  価 金  額 備 考

講演謝金 15人 25,000 375,000

講演者旅費 15人 361,000 fi,il^ +Ji+t/ i:i2,0{x}[! x8l,,l. 10.rs, oorr;1 >r 71 ,;

共通経費 1式 70,000

計 806,000

)1. は 学経済経営研究所の に

区 分 員 数 単  価 金  額 備   考

令和 3年度入賞者賞金 3件 100,000 300,000

令和 3年度人賞者旅費 3件 32,000 96,000 東京～新ネ‖I戸 3人分

令和 3年度報告会経費 式 50,000 50,000

令不日3年度その他経費 式 9,000 9,000 賞状、金封、写真

令和 4年度論文審査費 式 200,000 200,000

共通経費 式 62,000
一ヨ

ロ 717,000

(備 1 σ) は次 の り
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和 4年 4月 1日 から令和 5年 3月 31 で

日 予 予 イ
| 予

事業活動収支の部
事業活動収人

① 基本則産運用収入
基本財産利虐、収入

② 特定資産運用収入

特定資産利雇、収入

③ 受取寄附金収入

受収寄 lll金 収入

④ 雑収入

受取利還、収入

事業活動収入計
事業活動支出

事業費支||

給料手
Ч
l支 出

福利厚生費支出
会議費支|||

旅費交通費支出
通信運搬費支出
消耗イ1器備品費支出
消耗 171費 支 |||

印刷製本費支出

諸謝金支出
助成金支出
寄いl金支出
雑支出

事業費支出計
管理費支出

給料手当支出

福利厚生費支出
会議費支出
旅費交通費支出
通イ言運搬費支出
消耗イ器備品費支出
消末毛品費支|||

修繕費支出
印刷製本費支出
光熱水料費支出

賃借料支出
諸謝金支出
諸会費支|||

雑支 |||

・
①

②

管理費支出計
事業l fl動 支出計

事業活動収支差額
投資活動収支の詢S

l 投資活fll収 入
特定資産取崩収入

投資活動収入計
2 投資活動支出

特定資産取得支||

投資活動支出計
投資7舌 動収支差額

財務活動収支の部
1 財務活動収入
2.財務活flj支 出

財務活動収支差額
予備費支出

当期収支差額
前期繰越収支差額
次期繰減収支井額

0

570

1,800,000

5

13,000

570

1,800,000

5

∠ヽ  13,00C 0

1,119

1,800,000

9

1,800,575 1,813,575 ∠ゝ  13,00C 1,801,128

0

0

50,000
487,000
140,000
104,000
42,500

0

575,000
300,000

0

5 000

0

0

50,000
359,000
135,000
72,000
40,000

0

400,000
200,000

0

2 000

0

0

0

0

130,813
91,326
4,860

0

548,300
100,000

0

0

,703.500 1,258,000 445,500 875,299

0

0

10,000
20,000
35,000
26,000
8,000

0

0

30,000
99,000
60,000
72,000

210,000

0

0

10,000
20,000
35,000
18,000
8,000

0

0

20,000
99,000
60,000
72,000
180 000

0

0

0

0

32,708
22,832
1,215

0

0

22,951
99,000

0

72,000
l Cl, fhi6月

522、 000 48.000 443.371
2,273,500 1,780,000 493,500 1,318,670

△  472,925 33,575 ∠ゝ  506,500 482,458

0 0 0

0 0

0 0 0

0 0 0

∠ゝ  472,925 33,575 ∠ゝ 506,500 482,458
550,386 56,551 493,835 67,928
77,461 90,126 ∠1 12,665 550,386

( 1 人

2 債務負担額
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令和 4年 4月 1日 か ら令不日5年 3月 |31日 まで

1.経常増減の部
(1)経常収益
① 基本財産運用益

基本財産受取利遭、

② 特定資産運用益
特定資産受収利′日、

③ 受取寄附金収益

受取寄降l金

④ 雑収益

受取利虐、

経常収益計
(2)経常費用
① 事業費

給料手当
福利厚/li費

会議費
旅費交通費
通信運搬費
減4‖償去「費
消耗什器備品費
消耗品費
印刷製本費
諸謝金

支払助成金
支払

′
奇:附企

雑費
事業費計

② 管理費
給料手当
7un利厚生費
会議費
旅費交通費
通信運搬費
減価償去「費
消耗イ

‐
器備品費

消耗品費
修繕費
印昴J製本費
光熱水料費
賃借料
諸謝金

諸会費
雑費

管理費計
経常費用計

当期経常増減額
2.経常外増減の部
(1)経常外収益

経常外収益計
(2)経常外費用

経常外費用計
当期経常外増減額

当期 ^般正味財産増減額
一般正味賜産期首

‐
残高

一般正味財産期末残高
Ⅱ 指定正 04・ 財産増減の部

当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定 l「 味財産期末残高

0

570

1,800,000

13,000

570

1,800,000

13,000

0

0

0

487,000
140,000

0

104,000
42,500

0

575,000
300,000

0

50,000
359,000
135,000

72,000
40,000

0

400,000
200,000

0

0

0

0

128,000
5,000

0

32,000
2,500

0

175,000
100,000

0

0

0

10,000
20,000
35,000

0

26,000

0

0

30,000
99,000
60,000
72,000

0

0

10,000
20,000
35,000

18,000
8,000

0

0

20,000
99,000
60,000
72,000

0

0

0

10,000

0

0

0

101,550,386
101,077,461


